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はじめに

　相馬市は福島県の東北端にあって東西に 28㎞、南北に
13km、面積 197.79㎢。西に阿武隈山地が連なり、東は
太平洋を臨む。市街地から東北中央自動車道と国道 115
号線に沿って西に 57㎞で県都福島市に至り、またＪＲ常磐
線及び常磐道と国道６号線が南北に走り、北に 53km で東
北の都仙台に達する。福島県の北部沿岸に位置し地域交
通、文化の中心地である。
　東日本大震災では、三陸沖を震源とするマグニチュード
9.0 の地震による津波（高さ 9.3 ｍ以上：気象庁発表）に
より、犠牲者 458 人、住宅被害 5,584 棟、被災水田面
積 1,102ha と大きな被害を受けた。その後、令和元年の
東日本台風とその後の集中豪雨、さらに昨年と本年に発生
した震度６強の福島県沖地震と、近年度重なる自然災害に
見舞われている。

1. 震災の教訓から
「防災教育専門員」の配置

　相馬市教育委員会（以下「市教委」という。）は、東日
本大震災の教訓を後世に繋ぎ、来る未来が希望に満ちた
ものとするためには「防災教育が重要」と考え、相馬市の
独自施策として、防災教育に特化した担当指導主事を「防
災教育専門員（以下「専門員」という。）」の名称で平成
２９年度から配置してきた。
　専門員には、防災士の資格を持ち、東日本大震災時に
相馬市の沿岸部に位置する社会教育施設に勤務し、自身も
被災体験をした退職校長を充てた。彼は、震災発生から４ヶ
月後に学校現場に戻り、被災体験を生かした防災教育を重
点とする学校経営を推進するとともに、不審者侵入に備え
た安全教育を文部科学省の指定を受けて研究に携わるな

ど、その経歴は防災・防犯指導に適任であった。
　市教委は、防災教育専門員を配置することで、市内全て
の小・中学校での防災教育に関する学習内容と指導事項を
統一し、震災の教訓を生かし未来への災害に備えた防災教
育を推進することとした。そのため、専門員には市内全て
の小・中学校の避難訓練の計画立案・訓練実施・訓練後の
振り返りの全てに直接関わること、各学校が実践的かつ効
果的な避難訓練を実施でき
るよう自身の被災体験など
を基にして適格なアドバイ
スを行うこと、さらには自
身の体験や知識を児童生
徒に直接指導することをそ
の担任業務として命じた。

２.「平時に有事を考える」
実践的・実効的な避難訓練

　意図的・計画的に取り組む防災教育の中心となるのが「避
難訓練」である。従来までの訓練は、ややもすると訓練の
ための訓練になりがちであった。児童生徒はもちろん、全
ての教職員が命や身の安全を守るための対応力を身に付
ける訓練とするため、指導主事を中心に過去の訓練を点検
した。「実際の危機に役立つ訓練となっていたのか」「訓練
で失敗しないための無駄な取組がなかったか」などの視点
から問題点を洗い出し、徹底的に議論を重ねた。その結果、
様々な災害に直面しても「自らの命を守りぬくため」児童
生徒が主体的に判断し行動する姿勢と力を義務教育期間
の９年間で培わせることを防災教育の最大の目標と位置付
け、目標達成に向け「実践的かつ実効的な訓練を実施する
こと」「各学校の年間指導計画に年６回以上の避難訓練実
施を盛り込むこと」とした。
　世界的に自然災害が頻発する現代から未来を生きる児童

正解のない時代に生きる
子どもたちに

～防災教育専門員による指導の統一を図った防災教育～
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【防災士の全体指導】
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生徒たちが、一生持ち続けなければならないであろう「防
災意識」の素地をつくるため、強烈な被災体験をした専門
員を中心に防災教育に取り組んでいる。

（1）いかなる災害にも対応できる訓練
　様々な災害に直面しても命を守り抜くことができる力を
付けられるように、「避難訓練実施上の配慮事項」（資料１
※本稿最終ページ）を基に訓練を計画し実践している。ま
た避難訓練を行う際、関係専門機関や防災教育専門員の
指導が重複しないように事前に調整を図り、市内小・中学
校 13 校の避難訓練年間計画（資料２）を一覧表にまとめ
ている。

資料２　避難訓練実施一覧より

《令和３年度避難訓練実績》
実施回数 98 回 (１校平均 7.5 回 )

防災教育専門員指導回数 60 回 (１校平均 4.6 回 )
消防署指導 16 回、警察署指導 13 回

　避難訓練は、設定状況や設定時間などを変えた多様な
条件下で実施している。例えば保護者引き渡し訓練や下校
時の発災を想定した避難訓練、異年代合同訓練（幼小合同、
小中合同）などである。
　一昨年から続く新型コロナウィルス感染症の状況下でも、

「社会情勢が如何に変動しようとも、自然災害は『待って
はくれない』かつ地球上に『聖域』はない」との考えで感
染対策を十分に講じた上で各校の避難訓練を確実に実践し
ている。このことは当市の防災意識の高さを示すもの、さ
らにはこれまでの防災教育の効果の表れと自負している。

（2）関係機関と連携協力しての指導事項
　防災教育を強力に推進し、指導効果を高めるためには関
係機関と密接に連携を図ることが不可欠である。当市では
消防署や警察署等と連携し、「相馬版」防災および防犯の
市内統一合い言葉を作成した。これにより、関係機関が同
じ方向性で市内全ての学校で統一した指導を進める素地が
整えられた。

【屋内消火栓訓練】 【幼小合同訓練】

【小中合同訓練】 【煙体験】

【保護者引き渡し訓練】 【頭を守って避難】

『合い言葉』

防災：『あ、お・は・し・も・ち』
あ →慌てない・焦らない　 お →押さない
はし →走らない　 も →戻らない
ち →近づかない

防犯：『きょうは　いかのおすし』

きょ →距離をとる　 う →後ろにも気をつける　

は →早く帰る　 いか →ついていかない
の →知らない人の車に乗らない　 お →大声で助け
を呼ぶ　 す →すぐに逃げる　 し →大人の人にすぐ
に知らせる
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（3）実践的・実効的な訓練で重視する３つのポイント
　訓練の計画、実施にあたり、重視するポイント３つがある。

【訓練実施結果記録書】

①「ＰＤＣＡサイクル」を機能させたスパイラル的なスキルの向上
　避難訓練の実施において「PDCA サイクルを生かす」こと
に努めている。その段階ごとに専門員が関わり指導している。
　「Plan」段階では、訓練のポイント確認。「Do」段階では、
評価表に基づく観察と当日の事後指導。「Check」段階では、
観察評価表を各校に提示し校内で振り返りと改善点の検討。

【観察評価表】

　「Action」段階では、訓練実施報告書の提出を受けて確
認。段階ごとに専門員が関わり指導を通して各校のスキル
をスパイラル的な向上へと導いている。
②「他人の目」を生かした訓練で、スキル磨き
　各学校の避難訓練では、訓練のポイントを明確にし、客
観的に訓練を観察する役割を位置付けている。専門員をは
じめ、消防署・警察署や福島県防災士会等の専門的立場
の人だけでなく、自校の教職員や生徒等も「他人の目」と
して観察を行ってきた。観察者の評価や助言を受け入れ、
今後の訓練に生かすことで、より主体者意識の高揚が図ら
れている。『訓練の観察者（教職員・生徒）』を設定したこ
とにより訓練後の振り返りが充実した。特に観察者の生徒
からは「適切な避難行動について改めて考えるきっかけと
なった。」との声があった。

③「振り返り」を大切にして、「自分ごと」の防災意識の高揚
　訓練ごとの自己評価シートや年間訓練を１枚のシートにま
とめてポートフォリオ化する等、形式やスタイルを工夫して、
訓練の振り返りを大切にして取り組んできた。「年間を通した

『振り返りカード』は，児童の災害に対する危機意識を高め，
訓練への見通しをもたせる意味で大変有効に働いた。」「今
回の取組を反省し、次回の取組を意識するよう意識高揚を
図ることができ、一人一人が『自分ごと』として訓練に取
り組んだ。」という声があった。振り返りを発表し合う、担
任がコメントを入れる等、訓練を次に生かす手立てを講じて、
児童生徒に主体性を持たせることで「自分ごと」としての
防災意識が高まってきた。今後は、児童生徒に加え、教職
員一人一人にも振り返りカードの活用を進めていきたい。

【1 枚の振り返りシートで発表】

３．系統的かつ継続的な防災学習

　学校の実態に応じて、日本赤十字社が作成した教材「ま
もるいのち　ひろげるぼうさい」を活用し、「繰り返すこと
によって身に付けさせていく内容」と、「学年で焦点を絞っ
て効果的に進めていく内容」を見極めながら、各校の置か
れた状況に応じて小学３年
生以上は、総合的な学習の
時間に防災単元を設けて系
統的・計画的に取り組んで
いる（低学年は、学級活動
と生活科の中で実施）。被

【防災士を観察者に】 【教員を観察者に】

【総合での学習】
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災した沿岸部の中学校では、教材を使って年３回、３年サイ
クルで防災学習と演習を継続的に取り組んでいる。本年度
には生徒自ら「防災ボラン
ティア部」を設立し、地域
との繋がりを意識した活動
を主体的に始めるなど防災
教育で学んで得たことを実
践化に繋げる着実な歩みも
見せている。

４．防災力を高める事業

（1） 防災担当教諭レベルアップ研修会

【研修会の一場面】 【ストレッチャーの訓練】

  「災害に強く、子どもたちが安心して生活できる学校づく
り」に欠かせない大事な一項目として「防災を担う人材の
育成」がある。 正しい知識とスキルをチーム（学校の教
職員）で実践するための体系的な仕組み（危機管理マニュ
アル）を整備することは重要であるが、マニュアルを実効
的に使える防災に熟練した教職員こそ、究極の『備え』で
あるとの考えから、市教委では各校の防災教育担当教諭を
対象に「レベルアップ研修会」を令和３年度から年２回実施
している。1 回目は『火災』、２回目は『不審者対応』をテー
マに、地元消防署と警察署から全面的な協力をいただき実
施している。防災担当教諭を中心に各学校や地域での様々
な取組を共有し、災害に対する意識や防災教育への意識を
高め各学校の防災力向上に努めている。各校の参加者か

らは、「情報の共有化が図
られ、自校の避難訓練に大
いに参考になる」との評価
が寄せられた。本年度以降
も継続して実施し、各校の
災害対応への『備え』の質

（スキル）をさらに高めて
いきたい。

（2） そうまジュニア防災マスター
　「子どもたちに、より実効的な防災スキルを身に付けさ
せたい」という大震災を体験した相馬消防署員の発案と市
教委の思いがマッチしたことにより、共同主催で小学生を
対象とした「そうまジュニア防災マスター」を令和元年度
から取り組んでいる。さまざまな体験を通して防災を考え、
意識の高揚を図り将来の新たな防災の担い手の育成をねら
いとしている。活動内容は、①消火器訓練②応急担架訓
練③煙体験④ AED 訓練⑤防災グッズづくり⑥応急手当訓
練⑦防災ボード訓練⑧非常食体験である。

【AED 訓練】 【消火器訓練】

　保護者の参加も可能にしてグループ編成し、スタンプラ
リー形式で楽しく活動できるよう工夫している。地元消防
署員、日赤指導講師、防災士会が指導を担当し、高校生
ボランティアが子どもたちのサポートにあたった。活動を
終了した子どもたちには、「ジュニア防災マスター証」を授
与して後への意欲付けを図っている。
　今後も継続して実施しマスター証取得者を増やし、広く
防災意識を高めていきたい。

【避難所設営訓練】

【不審者対応の場面】

【防災マスター証の授与】 【令和元年度の参加者】

【ハザードマップを使って】 【防災の食育】
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結びに

　「有事の際は、備えておいたことしか役に立たない。日
頃やっていないことは、いざという時にできない。だから
こそ訓練を大事にする意義がそこにある。命を守ることに
油断は禁物、常に万全を期す。」と語る髙橋誠防災教育専
門員の言葉には重みがある。「命を大切に、今という時を
夢中に生きて。」と心からの呼びかけは、東日本大震災で
九死に一生を得た体験をしたからこそのものであり、子ど
もたち一人一人の心の奥底に届き響くものがある。防災
教育に特化した指導主事を配置して５年間防災教育を推し
進めてきたその成果は、令和元年の台風と集中豪雨による
災害、昨年２月と今年３月の震度６強の福島県沖地震による
災害と度重なる災害に遭遇しても、子どもたちの命が守ら
れてきたこと、そして被害が甚大であっても前向きに明る
く学校生活を送る子どもの姿が見られていることからうか
がうことができる。
　震災の記憶の風化は避けられないが、その教訓はしっか
りと継承していかなければならない。まして現代は自然災

害に加え、新型コロナウィルス感染症の蔓延等々、正解の
ない先行きの見えない時代である。災害は「まさか」では
なく、「いつかくるもの」との覚悟を持つことが必要である。
私ども相馬市教育委員会は、震災の教訓を忘れることなく

「備えあれば憂いなし」の信念で、今後もいかなる災害に
遭遇しても「誰一人として命を落とさない」ための防災教
育を今後も継続的に推進し、当市の地域防災力向上の一
端を担っていく覚悟である。

【髙橋　誠　防災教育専門員兼指導主事】

資料 1


